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　日本一の高さ186ｍを誇る黒部ダムは、今年で
完成60周年を迎えます。
　市プロモーション委員会では、「くろよん60 建
設写真展」や「くろよん60 市街地シャッターアー
ト」など、黒部ダム完成60周年を記念するイベン
トを市街地などで開催します。

2023
くろよん60周年 主な内容

❷　黒部ダム完成60周年
　「黒部ダム・関電トンネルの歴史」
❹　北アルプス国際芸術祭
❻　16人の市議会議員が決定しました
❽　市内小学校「４校➡２校」　～小学校再編に向けて～
❾　空き家バンクを活用しませんか？



広報おおまち　2023.6 2

　「世紀の大工事」と評されたくろよん（黒部ダム／黒部川第四発電所）建設工事は、1956（昭和31）年に着工し、
７年の歳月と513億円（当時）の工費、延べ1,000万人の人員、171人の尊い犠牲により、1963（昭和38）年６月
に竣

しゅんこう
工しました。現在は国内外から多くの観光客が訪れる観光スポットですが、その竣工は困難を極めました。

　ここでは今年で完成60周年を迎える黒部ダムの歩みを振り返ります。

1953（昭和28）年 秋 当時の大町町長・松田正人をはじめ町当局者が、黒四ルート（黒部川第四発電所の
建設用ルート）の招致に動き出す

1954（昭和29）年 ７月 大町・平村・常盤村・社村の１町３村の合併により、大町市が誕生

1955（昭和30）年 12月 大町市議会全員一致で、黒四ルートの誘致を決定

1956（昭和31）年 １月 黒部ダム建設が正式に決定

５月 関西電力社長・太田垣士郎が計画を発表

６月 黒部川第四発電所建設事務所開設（駅前本通りに仮事務所を設置）

８月 北大町専用停車場からの資材輸送路「大町ルート」の工事に着手
大町トンネル（現在の関電トンネル）の掘削を開始

11月 本通りの仮事務所から日向山の黒四建設事務所に移転

1957（昭和32）年 ５月 入り口から約1.7kmの地点で破砕帯に遭遇
　毎秒660Ｌの地下水と大量の土砂が噴き出し、掘削作業を中断せざるを得ない
状況に陥ったものの、工事関係者は決して諦めることなく、持てる全ての知識と
経験を結集し、破砕帯に果敢に挑戦し続けた。
水抜きトンネルを掘って地下水の量を減らし、
セメントと薬液で地盤を強化するなど、地下
水と土砂の噴出を防ぐ工事を行いながら、破
砕帯突破を目指した。
※破砕帯による工事の難航を受け、若一王子神社では
　トンネル工事完遂祈願祭を開催し、貫通を祈念した。

黒部ダム完成 60 周年
「黒部ダム・関電トンネルの歴史」

破砕帯は80ｍの範囲に及んだ
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くろよん60　「黒部ダム」を身近に・お得に体感できます！大町市民限定

1957（昭和32）年 ６ 月 ダム建設に必要な骨材製造所の工事に着手

12月２日 ７カ月の難工事の末、破砕帯を突破

1958（昭和33）年 ２ 月25日 大町トンネル貫通

５ 月 大町ルート全通（以後、ダムの建設工事に着手）

1959（昭和34）年 ９ 月 池田勇人通商産業大臣が出席し、定礎式を開催
ダム本体コンクリート打設開始

1960（昭和35）年 10月 ダムへの湛
たん

水
すい

開始

1961（昭和36）年 ８ 月 ダム本体の全容が現れる

1963（昭和38）年 ６ 月５日 黒部ダム完成

1964（昭和39）年 ８ 月１日 黒部ダム一般開放
関電トンネルトロリーバス運行開始

1971（昭和46）年 ６ 月１日 立山黒部アルペンルート全線開業

1982（昭和57）年 10月14日 関電トンネルトロリーバス累計乗客数
1,000万人達成

2018（平成30）年 11月30日 関電トンネルトロリーバスラストラン
※開業からの54年間に延べ6,162万人が利用

2019（平成31）年 ４月15日 関電トンネル電気バス運行開始

2021（令和３）年 ４月15日 トロバス記念館オープン

　黒部ダム竣工60周年を迎えた今年、黒部川第四発電所（くろよん）の建設拠点であった大町市の皆さんに「関電
トンネル電気バス」「黒部ダム」を、身近に・気軽に体感していただけるよう、お得に電気バスに乗車できる「大町
市民限定」特別割引を実施します。
　この機会に、世紀の大事業を経て完成した「黒部ダム」へ行ってみませんか。

■期間　６月５日（月）〔くろよん竣工日〕から今シーズンの営業終了まで
■対象　大町市民（大町市に住民票がある人）
■電気バス乗車料金の割引内容　※大人・小人同額
　　　　扇沢駅―黒部ダム駅区間　片道500円（往復1,000円）
■利用方法　扇沢駅または黒部ダム駅のきっぷ売り場できっぷを購入する際に、

大町市民であることを証明できる運転免許証やマイナンバーカードな
どを提示してください。
※扇沢駅と黒部ダム駅のきっぷ売り場のみで購入できます。
※割引の対象は「当日きっぷ」のみです（「WEBきっぷ」は対象外です）。
※他の割引券との併用および購入後の払い戻しはできません。
※クレジットカード利用も可能です。

■問い合わせ　市プロモーション委員会事務局（市観光課・市観光協会）　℡23-4081

工事中の黒部ダム

完成した黒部ダム

現在運行中の電気バス

黒部ダム
マスコットキャラクター

くろにょん

運行初期のトロリーバス トロリーバス300型



■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　TEL：0261-85-0133　FAX：0261-85- 　E-mail：info@shinano-omachi.jp
　　　　　　　〒398-0002 長野県大町市大町3887番地 　公式ホームページ  https://shinano-omachi.jp

■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　TEL：0261-85-0133　FAX：0261- -4133　E-mail：info@shinano-omachi.jp
　　　　　　　〒398- 0 町 　  

北アルプス国際芸術祭 検索検索
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▷名称　北アルプス国際芸術祭2024
▷会期　2024年９月13日（金）～11月４日（月）　約50日間
▷主催　北アルプス国際芸術祭実行委員会
▷名誉実行委員長　阿部守一（長野県知事）
▷実行委員長　牛越徹（大町市長）
▷総合ディレクター　北川フラム（アートディレクター）
▷ビジュアルディレクター　皆川明（デザイナー）
▷出展作品数　新作30～35点　+　既存作品８点*

*2017年、2021年の芸術祭展示作品で、市内に現存している作品
▷開催目的　コロナ禍により疲弊した地域の活力を再生し、持続可能な地域社会の実現に向け、
　　　　　　以下の四つの目的を掲げます。
　　　　　　○現代アートの力を借りて大町市の魅力を国内外に発信する。
　　　　　　○観光誘客により人々の流動・交流を起こし、地域を交流の場とする。
　　　　　　○市民の参加を地域づくりに取り組む原動力とする。
　　　　　　○地域の消費を拡大し、地域を元気にする手がかりとする。

　過去２回の芸術祭で展開した五つのエリア区分
を基に、地域の皆さんの要望や、アーティストの
感性を踏まえつつ、それぞれの地域が持つ魅力を
最大限に生かした作品、設置場所を検討します。

市街地エリア
信濃大町駅周辺、中央通り周辺など

ダムエリア
大町ダム、七倉ダムなど

源流エリア
大町温泉郷、平地区、常盤地区など

仁科三湖エリア
木崎湖、中綱湖、青木湖など

東山エリア
社地区、八坂地区、美麻地区など

　北アルプス国際芸術祭実行委員会（実行委員長：牛越徹大町市長）は、「北アルプス国際芸術祭
2024」の基本計画を定め、第３回展となる「北アルプス国際芸術祭2024」を、2024年9月13日（金）
から11月４日（月）までの約50日間の会期で開催することを決定しました。

「北アルプス国際芸術祭2024」開催概要
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イベント・パフォーマンス
　参加アーティストによる
体験型のワークショップや
パフォーマンスを予定して
います。

地域の特色を生かした体験プロジェクト
　大町市の自然や歴史ある地域資源を手で触れ、肌で感じるなど、視覚と味覚を含めた「五感」でこの地域を楽
しめる体験プロジェクトを新たな取り組みとして展開します。

市民参加と協働による取り組み
　市民自らが創り上げる芸術祭として、さまざまな取り組みに参加できる環境を整えます。
　他地域で行われる芸術祭への見学ツアーの実施をはじめ、アートサイトの募集や、アーティストと共に作品
制作ができる機会の創出、連携イベントへの自発的な関わりなど、より市民参加が得られる取り組みを強化し
ます。また、市民に芸術祭を知ってもらうためにリアルタイムな情報発信に努めます。

既存の組織・事業者との連携
　大北地域で開催されるアートや食のイベント、近隣
の美術館などの施設、障がい者の文化活動、全国で開
催される国際的な芸術祭との連携を検討します。また、
大町「水の学校」ＳＤＧｓ探求学習旅行事業との連携に
より、県内外の学習旅行や視察旅行などを造成します。

広報
　国・世代・ジャンルを超えた幅広い層からの来場に
よる「交流人口の拡大」を実現するため、広範囲にわた
る情報発信を行います。

誘客・受け入れ体制
　オフィシャルツアーの造成をはじめ、地域の観光資
源と組み合わせた着地型ツアーの提供を関係機関と連
携して展開します。
　また、周遊バスやレンタサイクル、地場産品のリデ
ザインなどを検討します。

サポーター
　芸術祭における作品制作や案内、運営など、さまざまな取り組みに参加いただけるサポーターは地域にとっ
ての「宝物」です。通年での募集と、受け入れ環境を整え、継続して関わっていただけるよう取り組みます。

主な事業展開

北アルプス国際芸術祭
2020-2021  パスポート

食プロジェクト
　「食」は風土と文化を示す生活芸術であり、
地域の歴史を表すものです。
　大町市らしさを感じる「食」を再度見つめ
直し、さまざまな食プロジェクトを展開し
ます。

資金調達
　地域にゆかりのある企業や、アートを活用し
た地域振興などにご賛同いただける企業などを
中心に企業協賛などのお願いをしていきます。
　そのほか、国・県からの補助金や助成制度
を積極的に活用します。

チケット（パスポート）
　来場者が使いやすく、
多くの作品を鑑賞して
いただけるような利便
性の高いチケットを検
討します。

公式グッズ
　来場者にとって魅力あるグッズをビジュアル
ディレクターと開発し、芸術祭開催前から多く
の人の手に届くよう販売方法なども検討します。
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大町市議会

16人の市議会議員が決定しました
　新しい大町市議会議員16人が決定したので、ご紹介します。
※得票総数の多い順に、氏名（敬称略）・年齢（４月23日現在）・党派・地区名を掲載しています。

西澤　和保（56）
無所属（高見町）

小澤　悟（44）
無所属（大新田町）

髙橋　正（77）
無所属（上原）

一本木　秀章（65）
無所属（下一）

植松　悠一郎（42）
無所属（宮本）

大竹　真千子（45）
無所属（下一）

宮田　一男（69）
日本共産党（笹尾）

山本　みゆき（52）
無所属（野口）

二條　孝夫（66）
無所属（幸町）

栗林　陽一（51）
日本共産党（清水）

大和　幸久（72）
無所属（仁科郷）

堀　堅一（71）
無所属（北原町）

太田　昭司（54）
公明党（下一）

傳刀　健（48）
無所属（俵町）

中牧　盛登（74）
無所属（神栄町）

中村　直人（38）
無所属（松崎）
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　任期満了による大町市議会議員一般選挙（以
下「市議選」）は、４月16日（日）に告示し、４月
23日（日）に投開票を行い、16人が当選しました。
　今回の市議選は、定数16人に対して、現職
11人、新人６人、元職１人が立候補し、定数を
２人上回る中での選挙となりました。

　議員の定数　
　16人
　立候補者　
　18人（現職11人、新人６人、元職１人）
　当日の有権者数　
　22,125人（男　10,728人、女　11,397人）
　投票者数　
　11,502人（男　 5,636人、女　 5,866人）
　投票率　
　51.99％（男　52.54％、女　51.47％）
　有効投票数　
　11,340票
　無効投票数　
　162票

　市議会は、５月８日（月）〜10日（水）に臨時会を開き、正副議長および常任委員会などの構成を
決めました。
　議長・副議長は、次のとおりです。（敬称略）

▽議長　二條孝夫　▽副議長　太田昭司
……………………………………………………………………………………………………………………
　常任委員会・議会運営委員会の構成は次のとおりです。（敬称略）〔◎委員長、○副委員長〕

▽総務産業委員会
　◎堀堅一、○大竹真千子、二條孝夫、一本木秀章、中村直人、栗林陽一、小澤悟、髙橋正
……………………………………………………………………………………………………………………

▽社会文教委員会
　◎山本みゆき、○宮田一男、植松悠一郎、傳刀健、太田昭司、西澤和保、中牧盛登、大和幸久
……………………………………………………………………………………………………………………

▽議会運営委員会
　◎傳刀健、○中村直人、宮田一男、中牧盛登、大竹真千子、山本みゆき、大和幸久
……………………………………………………………………………………………………………………

当 太田　昭司 1,204 現④
当 二條　孝夫 916 現⑤
当 植松悠一郎 774 新①
当 西澤　和保 739 新①
当 傳刀　　健 738 現②
当 栗林　陽一 658 新①
当 大竹真千子 638 現②
当 小澤　　悟 637 新①
当 中牧　盛登 616 現⑧
当 大和　幸久 600 現⑦
当 宮田　一男 598 現②
当 髙橋　　正 595 現⑥
当 中村　直人 540 現②
当 堀　　堅一 534 元④
当 山本みゆき 480 現②
当 一本木秀章 459 現②

神社　啓太 328 新
重田　康宏 286 新

※掲載の内容は、左から当選の有無（当選者は
「当」と掲載）、氏名（敬称略）、得票総数、当
選回数です。

■問い合わせ　大町市選挙管理委員会　℡市内線518

■問い合わせ　議会事務局　℡市内線581

大町市議会議員一般選挙結果

正副議長・委員会構成が決まりました
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学
校
再
編
準
備
委

員
会
を
設
置
し
ま
す

　
「
小
学
校
再
編
準
備
委
員
会
」は
、

大
町
市
学
校
再
編
準
備
委
員
会
設

置
要
綱
に
基
づ
い
て
設
置
す
る
機

関
で
、
校
名
を
は
じ
め
通
学
方
法

な
ど
新
校
開
校
に
向
け
た
検
討
を

行
い
ま
す
。

　
委
員
は
、
学
校
長
、
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
学
校
運
営
協
議
会
・
市
連
合

自
治
会
の
代
表
者
、
公
募
委
員
、

そ
の
他
教
育
委
員
会
が
必
要
と
す

る
者
で
、
構
成
人
数
は
30
人
以
内

で
組
織
し
ま
す
。

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
通
学

区
域
の
再
編
に
よ
り
大
町
地
区
の

一
部（
東
小
学
校
お
よ
び
北
小
学

校
の
通
学
区
域
）を
除
く
学
校
と

し
て
、
昭
和
59
年
４
月
か
ら「
市

立
大
町
西
小
学
校
」に
校
名
を
改

称
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

▽
大
町
南
小
学
校

　
現
在
の
場
所
に
昭
和
62
年
３
月

ま
で「
市
立
常
盤
小
学
校
」と
し
て

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
小
学

校
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
昭
和

62
年
４
月
か
ら「
市
立
大
町
南
小

学
校
」に
校
名
を
改
称
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

▽
大
町
北
小
学
校

　
昭
和
52
年
３
月
ま
で
は
、
現
平

公
民
館
地
籍
に
平
地
区
の
小
学
校

と
し
て「
市
立
平
小
学
校
」が
設
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
52
年
４

月
、
大
町
地
区
の
一
部
と
平
地
区

を
通
学
区
域
と
す
る
小
学
校
と
し

て「
市
立
大
町
北
小
学
校
」が
現
在

の
場
所
に
開
校
し
ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
再
編
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、
市
内

の
小
学
校
４
校
を
再
編
し
、
令
和
８
年
度
に
新
し
い
小
学
校
２
校
を

開
校
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
小
学
校
再
編
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
学
校
再
編
係　
℡
市
内
線
６
１
４

■当面のスケジュール

検討
内容

令和５年 令和６年
６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

校名

校章

校歌

・
新
校
名
を
決
定
し
ま
す

　
新
し
い
小
学
校
が
同
時
に
２
校

開
校
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年

度
か
ら
開
校
に
向
け
た
準
備
を
進

め
ま
す
。

　
本
年
度
の
主
な
検
討
内
容
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。
令
和
５
年
度
中
に
、
新
し

い
小
学
校
の「
校
名
」を
決
定
す
る

予
定
で
す
。

旧第一中学校

現大町南小学校
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空き家バンクを活用しませんか？

　
市
で
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を

目
的
に
行
う
、
片
付
け
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
片
付
け
の
場
合

対
象
経
費
の
３
分
の
１（
上
限
８
万
円
）

▽
空
き
家
内
部
の
廃
棄
物
撤
去

▽
空
き
家
内
部
の
清
掃

▽
庭
木
の
伐
採
、
庭
の
不
要
物
の
片
付
け

■
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合

対
象
経
費
の
３
分
の
１（
上
限
30
万
円
）

▽
市
内
業
者
に
よ
る
建
物
本
体
に
関
す
る

修
繕
・
模
様
替
え
・
改
築
・
増
築
・
設
備

工
事
な
ど（
合
計
10
万
円
以
上
の
工
事
）

※
事
業
の
着
手
前
か
つ
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※
そ
の
他
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
片
付
け
・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ど
ち
ら
か
、

も
し
く
は
両
方
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
申
請
は
１
回
の
み
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
交
流
課
定
住
促
進
係

℡
市
内
線
５
３
１
・
５
３
２

そんな空き家をお持ちではありませんか？

　市では、市内への移住・定住を促進するため、空き家を「売りたい・貸したい」人と「買いたい・
借りたい」人をつなぐ「空き家バンク」を運用しています。

司法書士による
「相続・不動産活用講座」

講座終了後、個別相談も
受け付けます（要予約）。

■日時　６月25日（日）
午前10時～

■会場　ドットベース大町
（大町市大町2576-1）
※オンラインでの参加

も可能です。
■対象　市内にある物件の所有

者
■定員

▽現地参加　先着20人

▽オンライン参加　定員なし
■講師　髙山典和司法書士

（髙山司法書士事務所）
■申し込み　事前に申し込み

フォームから。

補助
制度

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の
た
め
に
行
う

片
付
け
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費

空
き
家
流
通
促
進
事
業
補
助
金

〝
片
付
け
が
必
要
〟  〝
直
さ
な
い
と
住
め
な
い
〟

そ
ん
な
状
態
で
も
大
丈
夫
で
す
！

空
き
家
バ
ン
ク

物
件
登
録
の
流
れ

①
相
談

　

ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
対
象
物
件
の
固
定
資
産
税
の
明

細
書
、
図
面
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。②

登
録
申
し
込
み

　
「
登
録
申
込
書
」「
登
録
カ
ー
ド
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
自
身
で
交
渉
・
契
約
を
す
る

「
直
接
契
約
」と
市
に
登
録
い
た
だ

い
て
い
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
が

仲
介
す
る「
間
接
契
約
」の
ど
ち
ら

か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

③
現
地
調
査

　

市
の
担
当
者
が
利
活
用
可
能
か

ど
う
か
現
地
で
確
認
し
ま
す
。

④
物
件
の
登
録
・
公
開

　
物
件
の
登
録
を
行
い
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
窓
口
な
ど
で
公
開
し
ま

す
。⑤

交
渉

　

見
学
の
希
望
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
連
絡
し
ま
す
。

詳しくはこちら

遠くに住んでいて管理が大変！相続したが、使う予定がない。

税金だけ払い続けている…。
誰かに売りたい・貸したい！

どうしていいか分からない！

申し込み
フォーム
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■問い合わせ　生活環境課環境衛生係　℡市内線462

■問い合わせ　市連合自治会事務局（市民活動サポートセンター内）　℡市内線831

　ごみを山や河川などに捨てたり埋めたりするほか、ごみを放置しているような
状態も不法投棄に該当する場合があります。たとえ、自分の土地であっても違法
な行為です。不法投棄を行うと５年以下の懲役と１千万円以下（法人は３億円以
下）の罰金が待っています！ ごみの不法投棄は絶対にやめましょう。
　ごみのない、清潔で明るい地域にするため、皆さんのご協力をお願いします。

　市連合自治会では、ごみが落ちていないきれいで清潔なまちを
目指し、６～９月を「地域環境美化活動期間」として取り組みます。
　私たちには、豊かな自然環境に恵まれたこの地域をごみの散乱
から守り、後世へと引き継ぐ責務があります。
　期間中の取り組みを通じて、環境美化を考える機会としていた
だき、清潔で明るい地域にするため、ご協力をお願いします。

自治会での取り組み

▽地区内のパトロールと点検・整備　 ▽不法投棄防止などの立て札の設置　 ▽不法投棄物の片付け

▽ごみ拾いや草刈りなど　 ▽環境美化意識の啓発・普及を図るため、回覧板でのお知らせやチラシの配布

不法投棄防止の取り組み
　市では、環境保全推進員による巡視、市職員による
パトロールを行い、特に不法投棄が繰り返される場
所には啓発看板や監視カメラの設置を進めています。

水路にもごみがあふれています
　市内を流れる水路に多くのごみが捨てられていま
す。例えば、ペットボトルや空き缶・瓶、食品の空き袋、
家庭ごみ、季節によっては刈り草や野菜、漬物も流
れてきます。
　毎年、ごみが下流で詰まったり、あふれたり、田
んぼへ流入したりするなど、住民の皆さんの生活に
も支障が出ています。
　水路にごみを捨てないでください。

不法投棄を見つけたら通報してください
　恒常的な投棄場所を作らせないためにも、早期発見・早期撤去が不法投棄の抑止につながります。見つけた場
合は、速やかに生活環境課へ通報してください。行為者に接触することは大変危険ですので、発見しても無理な
声かけや写真撮影はしないでください。

山中や道路脇に捨てられたごみ

旭町の水門では例年ごみの引き上げを行っています。

不法投棄は犯罪です！

６～９月は「地域環境美化活動期間」
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　市連合自治会では通年、自治会の加入促進に取り組んでいますが、特に６月を「強調月間」として加入促
進運動に取り組みます。自治会の加入は、お住まいの地区の自治会長（区長）または市連合自治会事務局へ
お問い合わせください。
■問い合わせ　市連合自治会事務局（市民活動サポートセンター内）　℡市内線831

　自治会は、住民が自分たちの地域のことを考え、お互いに協力し合い、安心・安全な地域社会を形成す
るために組織された任意の団体です。
　私たちの生活に密着した活動を行っており、特に災害時などいざというときは隣近所の助け合いが頼り
になります。近年は少子・高齢化による家族形態の多様化で、自治会の組織力が低下傾向にあり、このま
までは今まで当たり前にあった地域のつながりや安心・安全な暮らしがなくなりかねません。
　市連合自治会では、一人でも多くの人に自治会に加入していただくため、加入促進のＰＲを行います。
この機会に、自治会活動の在り方を考えてみましょう。

触れ合いのあるまちづくり
　地域のさまざまな行事を通じて、住民相互の
触れ合いや子どもから高齢者までの世代間交流
を図っています。

情報のあるまちづくり
　回覧板での自治会内の情報のお知らせ
や、自治会活動などを紹介した広報紙「お
らほのまち」などを配布しています。

きれいで快適なまちづくり
　春と秋の一斉清掃などで、道路や公園
の清掃活動の
ほか、ごみ集
積所の維持管
理を行い、き
れいで快適な
まちづくりを
しています。

災害に強いまちづくり
　災害時には隣近所の助け合いが重要です。自
主防災組織を結成し、防災訓練などを行ってい
ます。

安全なまちづくり
　犯罪のない安全なまちづくりのため、防犯灯
の設置・維持管理を行っています。

安心して健やかに暮らせる
まちづくり
　子どもから高齢者まで地域で安心して健やかに
暮らせるように、地域で見守り、支え合う地域福
祉活動や青少年健全育成活動を行っています。

やさしさをまちづくりに！
６月は「自治会加入促進強調月間」
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「
水
道
週
間
」は
、
水
道
に
つ
い

て
理
解
と
関
心
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
６
月
に
全
国
一
斉

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

合
わ
せ
、
安
心
・
安
全
な
水
道
水

の
安
定
供
給
を
行
う
、
大
町
市
の

水
道
事
業
の
歴
史
や
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。

大
町
市
の
水
道
の
歴
史

　

大
町
市
の
水
道
の
歴
史
は
古

く
、
大
正
13
年
に
居
谷
里
水
源
か

ら
市
街
地
へ
供
給
し
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
そ
の
後
、
昭
和
29
年
に

大
町
市
が
誕
生
し
、
水
需
要
の
増

加
に
伴
い
水
源
の
開
発
が
行
わ

れ
、
水
道
の
普
及
が
進
め
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　
八
坂
・
美
麻
地
区
の
水
道
も
、

昭
和
40
年
代
に
一
部
の
地
域
か
ら

供
給
が
始
ま
り
、
順
次
給
水
区
域

が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
な

大
町
市
の
水
道
水

　
大
町
市
の
水
道
水
源
は
、
居
谷

里
水
源
を
は
じ
め
27
カ
所（
予
備

水
源
を
含
む
）あ
り
、
良
質
で
安

心・安
全
な
水
を
供
給
す
る
た
め
、

国
が
定
め
て
い
る
水
質
基
準
に
基

づ
き
、
水
質
検
査
機
関
に
よ
る
定

期
検
査
の
ほ
か
、
日
常
的
に
水
系

ご
と
の
残
留
塩
素
な
ど
の
測
定
を

行
い
、
色
や
濁
り
が
な
い
か
毎
日

検
査
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
大
町

市
の
水
は
、
全
て
の
水
質
基
準
に

適
合
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

水
道
施
設
の
耐
震
化

　
水
道
は
、
市
民
生
活
に
不
可
欠

な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。
地
震
や

水
害
な
ど
の
自
然
災
害
時
で
も
安

定
供
給
が
で
き
る
よ
う
に
、
基
幹

水
道
施
設
の
耐
震
化
対
策
に
重
点

を
置
き
、
計
画
的
に
改
築
・
更
新

を
進
め
て
い
ま
す
。

１
０
０
周
年
に
向
け
て

　
大
正
13

年
に
給
水

を
開
始
し

た
大
町
市

の
水
道
事

業
は
、
来

年
、
令
和
６
年
に
１
０
０
周
年
と

い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

『
水
道
事
業
１
０
０
周
年
記
念
ロ

ゴ
マ
ー
ク
』を
作
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、１
０
０
周
年
を
記
念
し
、

水
道
事
業
へ
の
理
解
と
関
心
を
深

め
る
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課
経
営
係

℡
市
内
線
７
２
１
・
７
２
２

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間
で
す

水
道
水 

安
心
・
安
全

　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
も

第
65
回
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
水
道
水
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
上
白
沢
水
源
の
湧
水
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
詰
め
た「
信
濃
大
町
湧
水
」を
製
造
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
上
下
水
道
課
窓
口
の
ほ
か
、
山
岳
博
物
館
・

総
合
体
育
館
な
ど
に
設
置
し
た
自
動
販
売
機

や
市
内
の
販
売
店
で
購
入
で
き
ま
す
。
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　食育月間は、食育の充実と定着を図るため、食育推進基本計画に
より定められています。
　子どもも大人も食や健康に関心を持ち、普段の食事で栄養バラン
スを意識したり、地元食材を積極的に利用したりするなど、身近な
ことから食育に取り組んでいきましょう。

令和４年度「野菜摂取量充足度測定会」結果報告

　市では「栄養バランスが整った食事」「減塩」「野菜摂取量増加」など、食
を通じた健康づくりを推進しています。その一環として、市民の皆さん
に自分の習慣的な野菜摂取の充足度を知ってもらい、食生活改善の意欲
向上と日々の野菜摂取量増加につなげる取り組みとして「ベジチェック®」
を使用した「野菜摂取量充足度測定会」を実施しています。
　昨年度は、市役所、大町図書館、小・中学校、公民館などで測定会を
実施し、多くの人に充足度を測っていただきました。野菜不足を感じて
いた人は、最初は機器に恐る恐る手を乗せていましたが、測定を継続的
に行い、食事を意識することで充足度が上がっていく様子が見られ、測
定会が普段の食事を見直す良い機会となりました。

　「ベジチェック®」では、皮膚のカロテノイド量を測定しています。野菜を食べる
と、野菜に含まれるカロテノイドが体に吸収され、やがて皮膚にも蓄積されます。
皮膚のカロテノイド量を測定することで、野菜摂取量を推定できます。
※カロテノイドとは、緑黄色野菜に豊富に含まれるリコピンやβ-カロテンなど
　の色素成分のことです。健康維持に良い影響を与えることが報告されています。

令和４年度の測定結果

　令和４年度の測定結果からは、男性より女性の方が、また、20～39歳の若い世代の人より60歳以上の人の方が、
野菜摂取レベルが高い傾向が見られました。実施者の平均値6.1は、目標値7.0までにあと一皿分（70ｇ）程度の野
菜不足です。普段の食事であと一皿分の野菜を意識してみてはいかがでしょうか。
　本年度も特定集団健診結果報告会・両親学級などの事業や食育展示で野菜摂取を啓発していくとともに、野菜
摂取量充足度測定機器を使用した測定会の継続実施を計画しています。多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

■問い合わせ　中央保健センター　℡・有線23-4400

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

5.2

20～39歳 40～59歳 60～69歳 70歳以上

■男性
■女性
■平均

■最高記録　 ▽男性9.2　 ▽女性10.0　　■実施者の平均値　6.1

年代別の野菜摂取レベル（推定値）

5.8 5.6 5.2 6.1 5.7 5.8 7.0 6.5 5.9 7.1

5.7
（全国平均）

7.0
（目標）

6.6

６月は食育月間です

「ベジチェック®」の結果の見方
■野菜摂取レベル

▽ 野菜が足りているかを示す指標で
「0.0～12.0」の数値が出ます。

▽「7.0」以上（350ｇ相当）を目指しま
しょう。

■推定野菜摂取量

▽野菜摂取の推定量を示す指標で６段階
の結果が出ます。

▽厚生労働省「健康日本21」で掲げてい
る「350ｇ以上」を目指しましょう。
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農
薬
の
取
り
扱
い
が
増
え
る
６
～
８
月
は「
農
薬
危
害
防
止
運
動
期
間
」で
す
。
農
薬
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
習
得
と
適
正
な
使
用
を
心
が
け
、
農
薬
に
よ
る
事
故
の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係　
℡
市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

近
隣
・
周
囲
の
環
境
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　
周
囲
に
十
分
な
注
意
や
配
慮
を

せ
ず
に
農
薬
を
使
用
す
る
と
、
事

故
や
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
ま

す
。
散
布
す
る
と
き
に
は
、
近
隣

の
住
民
へ
事
前
に
周
知
し
ま
し
ょ

う
。
周
辺
の
環
境
、
地
形
、
時
間

帯
、
天
候
、
風
向
き
な
ど
を
十
分

に
考
え
、
薬
剤
の
飛
散
や
流
出
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
学
校
・
保
育
園
・
病
院
・
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
や
住
宅
地
と
近

接
す
る
農
地
な
ど
で
は
、
健
康
被

害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
特
に
配
慮

が
必
要
で
す
。

農
薬
の
飛
散
防
止
に
最
大

限
の
配
慮
を
し
ま
し
ょ
う

　
誘
引
・
塗
布
・
樹
幹
注
入
・
粒

剤
な
ど
、
飛
散
の
少
な
い
農
薬
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず

日
頃
の
点
検
と
早
期
駆
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
ガ
の
一
種
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
シ

ロ
ヒ
ト
リ
の
幼
虫
は
、
県
内
で
は

通
常
６
月
上
旬
か
ら
７
月
上
旬
と
、

８
月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
の
年
２

回
発
生
し
、
桜
や
果
樹
、
豆
類
、

野
菜
な
ど
を
食
害
し
ま
す
。
ふ
化

し
た
幼
虫
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
、

集
団
で
食
害
し
、
周
囲
の
樹
木
ま

で
被
害
が
拡
大
す
る
た
め
、
樹
木

を
所
有
す
る
人
は
日
頃
の
点
検
と

早
期
の
駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を

見
つ
け
た
ら

1　
ふ
化
し
て
間
も
な
い
幼
虫

　
は
、
ク
モ
の
糸
が
絡
ん
だ

よ
う
な
袋
状
の
巣
に
い
ま
す
。
巣

ご
と
枝
先
を
切
り
取
り
、
踏
み
つ

ぶ
す
な
ど
し
て
駆
除
し
て
く
だ
さ

い
。（
こ
の
時
期
の
駆
除
が
一
番
効

果
的
で
す
）

2　
発
見
が
遅
れ
、
幼
虫
が

　
分
散
し
た
と
き
は
、
薬
剤

で
駆
除
し
ま
す
。
散
布
す
る
場
合

は
、
薬
剤
が
飛
散
し
な
い
よ
う
注

農
薬
を
散
布
す
る
場
合
は
、
害
虫

の
発
生
箇
所
の
み
に
散
布
す
る
な

ど
、
最
小
限
の
散
布
に
と
ど
め
ま

し
ょ
う
。

　
無
風
ま
た
は
風
が
弱
い
と
き
に

行
い
、
作
業
中
の
風
向
き
に
注
意

す
る
ほ
か
、
飛
散
を
抑
制
す
る
ノ

ズ
ル
の
使
用
や
動
力
噴
霧
器
の
圧

力
を
上
げ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

意
が
必
要
で
す
。
使
用
す
る
薬
剤

は
樹
木
に
よ
り
異
な
り
、
使
用
基

準
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
農
薬

販
売
店
な
ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

3　

自
ら
駆
除
で
き
な
い
場

　
合
は
、
造
園
・
害
虫
処

理
業
者
に
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

薬
剤
散
布
用
動
力
噴
霧
機
の

無
料
貸
し
出
し

　
市
で
は
、
薬
剤
散
布
用
の
動
力

噴
霧
機
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
地
域
で
連
携
し
、
一
斉
に

散
布
す
る
と
効
果
的
で
す
。
自
治

会
な
ど
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み　
農
林
水
産
課
農
業

振
興
係
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
同
係
へ
。

※
事
前
に
電
話
予
約
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他　
薬
剤
や
燃
料（
ガ
ソ

リ
ン
）、
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
運

搬
手
段
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

最
新
の
情
報
を

入
手
し
ま
し
ょ
う

　
新
た
な
残
留
基
準
値
に
基
づ
き
、

使
用
方
法
が
変
更
さ
れ
た
農
薬
が

あ
り
ま
す
。
以
前
か
ら
使
用
し
て

い
る
農
薬
で
も
、
必
ず
最
新
の
情

報
を
購
入
先
な
ど
で
確
認
し
て
か

ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

６
～
８
月

農薬による
事故防止のための
注意事項

▽農薬の調製または散布を行うときは、
農薬用マスク・保護メガネなどの防
護装備を着用しましょう。

▽使い慣れた農薬でも使用前に必ずラ
ベルを再確認しましょう。

▽農薬を他の容器（特に飲食物の容器）
に移し替えないようにしましょう。

▽毒物または劇薬に該当する農薬だけ
でなく、農薬は全て、安全な場所に
鍵をかけて保管しましょう。

農
薬
危
害
防
止
運
動
期
間

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
か
ら

樹
木
を
守
り
ま
し
ょ
う
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大町市
創業支援協議会
生涯現役環境づくり部会

令和４年度
生涯現役環境づくり活動

状況報告

大町市創業支援協議会　生涯現役環境づくり部会活動
　生涯現役を目指す地域の皆さんが年齢に関わりなくお仕事やボランティア活動などで社会参加し、地域に貢献
できる高齢化社会対応型の大町市の環境整備を目指して、令和４年８月から厚生労働省の委託事業を受託し、事
業活動を開始した「生涯現役環境づくり部会」の令和４年度の活動状況を紹介します。

■生涯現役　社会参加実績状況

　生涯現役環境づくり部会による事業活動を通じ、25人の皆さんに就労などの手段で社会参加をしていただき
ました。当部会における生涯現役環境づくり活動に参加、またはイベントなどを利用した人の総数は58人とな
り、参加・利用者の約43％の皆さんが自分の希望する手段・方法で地域社会に貢献いただく結果となりました。

■生涯現役相談センター利用状況

　令和４年度は８月からの８カ月間で延べ114人の皆さんに生涯現役相談センターをご利用いただきました。
相談内容は「お仕事探し」「ボランティア」「創業・起業」「生きがいづくり」など多岐にわたっています。ご自身が目
指す生涯現役の手段・方法による社会参加について、多種多様なご相談支援を実施しました。

大町市生涯現役相談センターは、
市民の皆さんのご相談をお待ちしています。
　※「ボランティア参加」「創業・起業」の相談・支援に年齢制限はありません。

その他、活動の状況は、
生涯現役環境づくり部会ホームページ（https://www.omachi-geneki.org/）で紹介しています。

まずは、お電話で…　℡85-4755
　　　　　　　　　　（平日9:30～16:30でお願いします）

0人

5人

10人

15人

20人

0％

25％

50％

75％

100％

5

60％60％

30％ 36％ 41％
58％

33％

10 11 17 12
3 1177433

年代別　部会活動利用者および社会参加・貢献者 社会参加・貢献の手段・方法

60歳未満  60～64歳  65～69歳  70～74歳  75～79歳  80歳以上
■部会活動利用者　■社会参加・貢献者  　　　社会参加率

令和４年度
社会参加・
貢献者
25人 一般契約就労

　20人　80％

シルバー人材就労
　1人　4％

ボランティア参加
　3人　12％

創業・起業
1人　4％

0人

10人

20人

30人

40人

0人

30人

60人

90人

120人

6
6 18

30 42
55

73
97

114

6
12 12 12 13 18 24 17
18

30 42
55

73
97

114
月度　生涯現役相談センター延べ利用者数 年代別　生涯現役相談センター利用者数

8月　　 9月　　 10月　　11月　　12月　　1月　　 2月　　 3月
■利用者数　月度実績　　　利用者数　年度累計実績

令和４年度
延べ利用者
累計
114人

60歳未満　6人 5％

60～64歳　18人 16％

65～69歳　15人 13％

70～74歳　27人 24％
75～79歳
39人　34％

80歳以上
9人　8％
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T
O

P
I
C
S

と
き
め
き
マ
イ
・
シ
テ
ィ
ー

　
木
々
の
新
緑
も
日
ご
と
に
濃
さ
を

増
し
、衣
替
え
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　

４
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
期
待
を
担
い
、
４
人

の
新
人
議
員
を
含
め
16
人
の
議
員
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
臨
時
市
議

会
で
は
、
二
條
孝
夫
議
長
、
太
田
昭

司
副
議
長
は
じ
め
、
各
常
任
委
員
会

な
ど
の
正
副
委
員
長
お
よ
び
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
は
、
二
元
代
表
制
の
下
で
、

市
民
の
代
表
と
し
て
自
治
体
の
意
思

を
決
め
る
議
決
機
関
で
あ
り
、
市
政

が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
た
め
に
は
、

議
会
と
執
行
機
関
が
相
互
に
対
等
の

立
場
で
、
市
民
の
負
託
に
応
え
、
市

民
の
幸
せ
の
実
現
の
た
め
に
、
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
何
よ
り

大
切
で
す
。

　
議
会
と
首
長
の
関
係
は
、
よ
く「
車

の
両
輪
」と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
意
味

は
、
二
つ
の
車
輪
が
車
軸
で
固
く
結

ば
れ
、
適
切
な
距
離
を
保
つ
適
度
な

緊
張
関
係
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
両
輪
が
市
政
の
発
展

の
た
め
に
同
じ
方
向
に
向
か
っ
て
滑

ら
か
に
回
転
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　
理
事
者
側
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

夢
と
希
望
の
実
現
を
担
う
車
の
両
輪

と
し
て
、
議
会
と
の
連
携
を
さ
ら
に

緊
密
に
し
、
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
市
職
員
に
よ
る
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
信

頼
を
損
ね
る
こ
と
と
な
り
、
ご
迷
惑

と
ご
心
配
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
深

く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、

信
頼
回
復
の
た
め
、職
員
一
丸
と
な
っ

て
再
発
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
第
３
回
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭

は
、
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
会
期

を
来
年
９
月
13
日
か
ら
11
月
４
日
ま

で
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
盛
会
裏
の

開
催
を
目
指
し
て
、
よ
り
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
３
年
余
の
間
、
甚
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
は
、
先
月
８
日
に
２
類
か

ら
５
類
に
移
行
し
ま
し
た
。
国
の
こ

れ
ま
で
の
基
本
的
な
方
針
が
廃
止
さ

れ
、
個
人
の
自
主
的
な
判
断
に
基
づ

く
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
経
済
・
社
会

活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
新
た
な
局
面

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
も
期
待
の
一
方

で
不
安
も
残
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

元
気
な
大
町
を
再
生
し
、
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
年
ぶ
り
の

「
大
町
地
区
市
民
運
動
会
」

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
長
年
務
め

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
受
賞

　
４
月
23
日
、
４
年
ぶ
り
と

な
る
大
町
地
区
市
民
運
動
会

が
、
爽
や
か
な
快
晴
の
下
、

西
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
町
地
区
市
民
運
動
会
は
、

今
年
で
第
77
回
を
数
え
る
伝

統
の
運
動
会
で
す
が
、
参
加

分
館
が
年
々
減
少
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
個
人

参
加
も
受
け
付
け
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
桜
田
町
の

吉
澤
翔し
ょ
う
ま麻

君
＝
西
小
５
年

＝
・
琉る

生い

君
＝
西
小
２
年
＝

　
民
生
委
員
や
児
童
委
員

を
20
年
以
上
務
め
た
と
し

て
、
金
原
民
枝
さ
ん（
71
）

＝
大
町
・
白
塩
町
＝
と
齋

藤
浩
さ
ん（
82
）＝
大
町
・

大
新
田
町
＝
が
厚
生
労
働

大
臣
特
別
表
彰
を
受
賞
し
、

４
月
28
日
に
市
役
所
で
牛

越
市
長
か
ら
表
彰
状
を
伝

達
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
原
さ
ん
は
、
主
任
児

童
委
員
を
創
設
時
か
ら

28
年
11
カ
月
務

め「
常
に
子
ど

も
た
ち
に
寄
り

添
っ
て
活
動
し

て
き
た
。
表
に

出
る
立
場
で
は

な
い
が
、
表
彰

を
通
し
て
相
談

窓
口
を
知
っ
て

い
た
だ
く
機
会

に
な
れ
ば
」と

話
し
ま
し
た
。

　
齋
藤
さ
ん
は
、

民
生
委
員
と
児

童
委
員
を
通
算

兄
弟
が「
ぼ
く
た
ち
は
、
地

域
の
み
ん
な
と
仲
良
く
楽
し

く
、
正
々
堂
々
と
戦
う
こ
と

を
誓
い
ま
す
」と
力
強
く
選

手
宣
誓
し
、
競
技
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

４
分
館
に
個
人
参
加
の

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
チ
ー
ム
」の
約

30
人
を
加
え
た
約
２
３
０
人

の
参
加
者
は
、
パ
ン
食
い
競

争
や
綱
引
き
な
ど
11
種
目
の

競
技
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

で
21
年
７
カ
月
務
め「
特

に
高
齢
者
の
困
っ
て
い
る

こ
と
の
相
談
や
支
援
を
し

て
き
た
。
表
彰
は
と
て
も

光
栄
で
、
長
い
間
頑
張
っ

て
き
て
良
か
っ
た
」と
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。

　
牛
越
市
長
は「
引
き
続

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
ご
助
言
・
ご
指
導
を

い
た
だ
き
た
い
」と
話
し
、

感
謝
し
ま
し
た
。

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です
【第153回】

新たな市議会が
スタート

大町市長　牛越徹
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開会式
■日時　７月２日（日）　午前８時
■会場　運動公園　陸上競技場
　　　　（雨天時は代表者のみで総合体育館内で実施）

期日・種目
  ７月２日（日）　
ソフトテニス、ソフトバレーボール、ゲートボール、弓
道、柔道、剣道、マレットゴルフ、ミニテニス、ソフトボー
ル、サッカー
  ７月８日（土）　
軟式野球
  ７月９日（日）　
バドミントン、ソフトボール、女子バレーボール、サッ
カー、テニス、グラウンド･ゴルフ
  予備日

▽ソフトテニス　７月８日（土）

▽テニス　７月16日（日）

▽ソフトボール　７月10日（月）～12日（水）のナイター

参加資格
  市民限定の種目
ソフトボール、野球、女子バレーボール、ソフトバレー
ボール（男女混合）、ゲートボール、マレットゴルフ
※ソフトボールは、各地区代表チームが出場します。
  市内に通勤・通学している人も出場できる種目
ソフトテニス、弓道、柔道、剣道、ミニテニス、サッカー、
バドミントン、テニス、グラウンド･ゴルフ

申し込み
　６月１日（木）～16日（金）に、総合体育館、八坂
公民館または美麻公民館へ。ただし、ソフトボール、
野球、女子バレーボール、ソフトバレーボール、ゲー
トボール、サッカーは、６月22日（木）開催の主将会
議までに総合体育館へ。申込用紙は、総合体育館・
八坂公民館・美麻公民館にあります。

主将会議
　６月22日（木）午後６時30分から総合体育館で、
ソフトボール、野球、女子バレーボール、ソフトバ
レーボール、ゲートボール、サッカーの主将会議を
行います。欠席したチームは失格となりますので、
必ず出席してください。

注意事項

▽参加者は各自（各チーム）でスポーツ保険などに加
入してください。

▽参加する人は、開会式に出席してください。

▽ごみや空き缶などは各自で持ち帰ってください。

▽緊急車両などの通行の妨げになるため、園路への
駐車はしないでください。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線22-8855

みんなで参加しよう

市民スポーツ祭夏季大会

7月2日㊐・8 日㊏・9 日㊐

詳しくはこちら
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｢叙情｣を歌う―日本が見えてくる―
　民族の鼓動が聞こえてくる。童謡や唱歌、歌曲などをピアノの音色に包まれながらお送りするコンサー
ト。歌あり、語りあり、朗読あり。あの頃の情景が見えてくる…。

■日時　６月18日（日）　午後１時開場、午後１時30分開演
■会場　文化会館　大ホール
■プログラム

▽夜汽車　 ▽（朗読）遂に詩歌の時は来りぬ　 ▽初恋　 ▽幾山河　 ▽砂山　 ▽カチューシャの唄

▽コンドルは飛んで行く　 ▽ゴンドラの唄　 ▽遠くへ行きたい　 ▽いまは秋、日本の秋

▽（写真）焼き場に立つ少年　 ▽（朗読）修羅の炎となって　 ▽さとうきび畑　 ▽アヴェ・マリア

▽惜別の唄　ほか
■出演者　

■チケット　全席自由　1,000円　※６月３日（土）午前10時発売開始
■プレイガイド　ミュージック・プラザ・オグチ松本駅前店（松本市）、平安堂あづみ野店（安曇野市）、池田

町交流センターかえで（池田町）、すずの音ホール（松川村）、ウイング21（白馬村）、キタムラ時計
店（小谷村）

バックヤード寄席
　普段は見ることができない、文化会館大ホールステージの「バックヤード」で、地元・大町市出身、柳家
圭花さんの落語をお楽しみください。入場無料です。

■日時　６月４日（日）　午後１時30分開場、午後２時開演
■会場　文化会館　大ホールステージ特設会場
■出演者　柳家圭花

柳家圭花 プロフィール
　1981年　大町市生まれ
　2011年　柳家花緑に入門
　2012年　前座となる、前座名「圭花」
　2016年　二ツ目昇進

■その他　未就学児は入場できません。

文化会館インフォメーション

＜声楽＞
たぐちたみ

＜朗読＞
野口恭子

＜ケーナ＞
堀みゆき

＜語り・解説＞
田中欣一

＜ピアノ＞
中島加恵

＜朗読＞
岡村哲男

柳
家
圭
花
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文化会館インフォメーション

「ミュージック　サマー」
　楽器やバンドなど、生演奏での出演者を募集します。

“市民参加型音楽イベント”として生涯学習活動の成果
を発表する場を設け、地域文化の発展につなげます。
参加無料です。

■日時　７月９日（日）
午前９時30分開場、午前10時開演
※午前の部と午後の部に分けて開催

■リハーサル　７月８日（土）
午前10時～午後７時（各団体30分）
※音響機材確認のため、リハーサルには必ず

参加してください。
■会場　文化会館　大ホール
■参加資格　次の①～③のうちいずれかに当てはまる

グループ・個人

① 市内在住・在勤者で構成されている
グループ・個人

②
市内各公民館の「令和５年度サーク
ル・グループ等登録団体」に登録し
ているグループ・個人

③ 「大町市蔵の音楽館利用者の会」に登
録しているグループ・個人

※グループ：大町市内を拠点として活動し、
　会員の半分以上が市内在住・在勤者の団体

※高校生以下のメンバーで構成されている場
合は、代表保護者の責任の下に参加してい
ただくことが条件です。

■音楽ジャンル　指定はありません。楽器のみの演奏
でも参加できます。カラオケでの発表は対象
外です。

■申し込み　６月16日（金）までに、
所定のエントリー用紙①②を
郵送（必着）または直接、文化
会館へ。エントリー用紙は文
化会館ホームページでダウン
ロードできます。

ワンコインコンサート
　「ワンコインコンサート」は、地元にゆ
かりのある人が出演するコンサートです。
すてきな時間をワンコインでお楽しみく
ださい。

■日時　７月２日（日）
　　　　午後１時30分開場、午後２時開演
■会場　文化会館　大ホール
■曲目

▽エチュードop.10-12『革命』

▽O sole mio（オーソレミーヨ）

▽フニクリ・フニクラ

▽歌劇『カルメン』より“闘牛士の歌” ほか
■出演者　

中村倫子 プロフィール
　桐朋学園大学ピアノ専攻卒業。
現在、大町市「中村音楽教室」で
ピアノやリトミックの指導を行
うほか、大町市を中心に長野県
内でソロ、ピアノ連弾、伴奏の
演奏活動を行う。

■チケット　全席自由　500円
■チケット発売日　６月10日（土）
　　　　※文化会館窓口は午前10時から

出演者募集

＜ピアノ＞
中村倫子

＜バリトン＞
羽渕浩樹

■問い合わせ　文化会館（大町公民館）　℡・有線22-9988

詳しくはこちら
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生涯学習
大町公民館

ギャラリー・いーずら

楽しい陶芸講座

初心者コース
　毎回テーマを設けて開催します。食卓を彩る器、
自作のカップで楽しいティータイムはいかがです
か？ いろいろな技法を使い、粘土に触れ、楽し
いひとときを過ごしましょう。

■期日・内容　全３回

▽６月25日（日）　器の制作

▽７月30日（日）　カップの制作

▽８月27日（日）　自由作陶
■対象・定員　市内にお住まいの人　先着10人

「カメラ講座卒業生写真展」
　大町公民館で開催したカメラ講座の卒業生と講師による写真
展を行います。入場無料です。

■日時　６月16日（金）～25日（日）　午前９時～午後５時
■会場　文化会館　展示室

中級者コース
　初心者コースでは体験できない「電動ロク
ロ」をはじめとしたさまざまな技法を使っ
て、陶芸家になった気分で作品を作ってみ
ましょう。

■期日　全３回
６月24日（土）、７月29日（土）、
８月26日（土）

■対象・定員　初心者コースを10回以上受講
した人　先着６人

共通事項

■時間　午後１時30分～３時30分
■会場　相陶窯（八日町「塩の道ちょうじや」から東へ約100ｍ）
■講師　相澤正樹さん（陶芸家、日展会友）
■費用　月額3,500円（材料費・焼成管理費・指導料含む）
■持ち物　エプロン、タオル、筆記用具
　　　　※汚れてもよい服装でご参加ください。
■申し込み　６月６日（火）～18日（日）に、電話または直接、大町公民館へ。

ぴんぼけ倶楽部写真展「季節の物語2023」
　大町・安曇野周辺の四季を写した風景写真を約30点展示します。入場無料です。

■日時　６月８日（木）～13日（火）　午前10時～午後６時（最終日は午後５時まで）
■会場　ギャラリー・いーずら（いーずら大町特産館２階）
■問い合わせ　生涯学習課生涯学習・青少年係　℡市内線622

■問い合わせ　大町公民館（文化会館）　℡・有線22-9988
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大町公民館分室

児童センター

サークル１日体験「空手」
　サークルの皆さんの協力により、空手のサークル１日体験を開催します。
空手の基本動作を習い、体験しましょう！ ぜひお気軽にご参加ください。

■日時　７月14日（金）　午後７時～８時45分
■会場　大町公民館分室　講堂
■対象・定員　どなたでも　10人
■協力サークル　日本空手道剛柔流剛誠館
■持ち物　飲み物、タオル　※運動のできる服装でご参加ください。
■申し込み　電話または直接、大町公民館分室へ。
■問い合わせ　大町公民館分室　℡・有線22-0352

１歳児運動あそび教室

　おうちの人と一緒に体をいっぱい動かして
遊びましょう。できるだけ全４回ご参加くだ
さい。参加無料です。

■日時　全４回　６月13日、９月26日、10
月10日、11月７日　火曜日
午前10時〜11時

■会場　児童センター
■対象・定員　市内にお住まいで、令和３年

４月２日～令和４年４月１日生まれ
の子どもがいるご家庭　先着15組

■持ち物　飲み物　※運動のできる服装でご
参加ください。

■申し込み　６月９日（金）までに、電話また
は直接、児童センターへ。

小学校低学年向けバルシューレ教室
　ボールゲームプログラムを通して、得意なスポー
ツや好きなスポーツを見つけるきっかけをつくり、
運動スキルのレパートリーを増やせるバルシューレ
教室に参加してみませんか。全３回コースですが、
１回のみの参加も可能です。

■日時　全３回　６月３日・10日・17日　土曜日
　　　　午前10時～11時30分
■会場　西公園体育館
■対象・定員　市内にお住まいの小学１～３年生　

先着20人
■持ち物　上履き用運動靴、タオル、飲み物
■申し込み　６月２日（金）までに、電話または直接、

児童センターへ。

休館のお知らせ
　施設のメンテナンスのため、休館します。ご迷惑
をおかけしますが、ご協力をお願いします。

■日時　６月18日（日）　終日

■問い合わせ　児童センター　℡・有線22-0741
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生涯学習
スポーツ協会

ゲートボール教室

　ゲートボールは場面ごとに的確な判断が必要で、
常に頭を使うスポーツのため、精神面での若さを
維持・向上させることができます。楽しく仲間と
交流を深め、運動不足解消に参加してみませんか。

■日時　６月５日～７月10日　月・水曜日
全10回　午前９時～11時30分

■会場　運動公園　第二屋内運動場会議室、第一
屋内運動場

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着20人
■費用　2,000円（保険料含む）
■申し込み　６月５日（月）午前９時までに、費用

を添えて直接、スポーツ協会へ。

グラウンド・ゴルフ教室
　グラウンド・ゴルフは、ゴルフをアレン
ジしたニュースポーツです。ルールも簡単
でどこでも誰でも気軽に楽しめます。仲間
と一緒に楽しく練習しましょう。

■日時　６月20日～８月29日の毎週火曜
日　全10回　午前９時～11時

■会場　運動公園　多目的芝生広場
※雨天時は第二屋内運動場

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着
15人

■費用

▽ 65歳以上　1,500円（保険料含む）
▽65歳未満　2,200円（保険料含む）

■申し込み　６月15日（木）までに、費用を
添えて直接、スポーツ協会へ。

■その他　用具の貸し出しがあります。

北アルプス地域農村女性セミナー
　北アルプス農業農村支援センターでは、農村女性の経営参画・農業経営や地域振興を図るとともに、地
域の伝統的な食文化や農村文化への理解を深めるためのセミナーを開催します。
■開催内容　※一つの講座のみの参加も可能です。

講座内容 日時 会場 定員
米粉パン講座
消費拡大を目指した地元産米粉や
地粉でパンづくり

７月26日（水）
午前９時～正午

池田町総合福祉センター
「やすらぎの郷」

先着
20人

豆腐づくり講座
地元産黒豆を使った豆腐づくり

11月７日（火）
午前10時～午後１時 小谷村役場 先着

20人

牛乳料理講座
酪農家が教える牛乳料理、牧場の見学

令和６年１月10日（水）
午前９時～午後１時

すずの音ホール、宮沢牧場
（松川村）

先着
20人

■対象　大町市・池田町・松川村・白馬村・小谷村のいずれかにお住まいの50歳以下の若手農村女性
■費用　無料（交通費や実習時の原材料費などの実費は自己負担）
■申し込み　６月12日（月）～23日（金）に、申込用紙を北アルプス農業農村支援セン

ターへ。申込用紙は北アルプス農業農村支援センター技術経営普及課ホーム
ページ（https://www.pref.nagano.lg.jp/kitachi/nosei-aec/index.html）
からダウンロードできます。

■問い合わせ　北アルプス農業農村支援センター技術経営普及課（大町合同庁舎内）　
℡23-6544（直通）

■問い合わせ　スポーツ協会　℡・有線22-7658

詳しくはこちら
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総合体育館

ママさんフリータイム広場
　子育てに追われているママさん向けの託児付
きスポーツ教室です！ たまにはお子さんから離
れてリフレッシュしませんか？ 仲間づくりや気
分転換に、ぜひご参加ください。

■日時　６月26日、７月10日・24日、８月28日、
９月11日・25日、10月23日　月曜日
午前10時～11時50分
※託児受付は午前９時30分～

■会場　総合体育館、第二屋内運動場、Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（木崎湖）　ほか
※初回（６月26日）の会場は、総合体育館大アリーナです。

■内容　ニュースポーツ、バドミントン、ＳＵＰ、松本山雅ＦＣスタッフによる教室など
■対象・定員　市内にお住まいの生後６カ月以上の未就園児と保護者　先着20組
■費用　1,000円／組（保険料など）
■初回の持ち物　上履き用運動靴、飲み物、運動のできる服装

※その他の開催日の持ち物については、後日お知らせします。
■申し込み　６月５日（月）～16日（金）に、費用を添えて直接、総合体育館へ。
■その他　研修を受けている「バンビの会」による託児があります。

ボディバランス教室
　パーソナルな種目を主に構成した教室を開催します。楽しく体を動かしましょう。

■日時・内容　各回とも午後７時30分～９時

▽６月23日（金） ヨガ

▽７月14日（金） 自重トレーニング

▽７月28日（金） 体幹トレーニング・ストレッチ

▽８月18日（金） スポーツリズム

▽９月１日（金） トランポリン

▽９月15日（金） ヤムナボディローリング
※内容は変更となる場合があります。

■会場　総合体育館　小アリーナ
■対象・定員　市内にお住まいか通勤している18歳以上の人　先着20人
■費用　1,000円（保険料など、全ての回に参加できます）
　　　　※１回のみの参加の場合は300円／回
■持ち物　上履き用運動靴、飲み物、タオル
　　　　※運動のできる服装でご参加ください。
■申し込み　６月５日（月）～20日（火）に、費用を添えて直接、総合体育館へ。
　　　　※１回のみの参加の場合は、各開催日の３日前までに、総合体育館へ。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線22-8855

詳しくはこちら

詳しくはこちら
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生涯学習情報ステーション
山岳博物館

大町自然探検隊　鷹狩山でササユリを観察しよう
　山岳博物館から仁科林道を登り、鷹狩山山頂を目指します。山頂では、ササユリを観察しながら、花の
特徴や訪花昆虫との関係について、山岳博物館の学芸員が解説します。参加無料です。

■日時　６月18日（日）　午前９時～11時
■会場　鷹狩山　 ▽集合場所　山岳博物館　 ▽解散場所　鷹狩山山頂
■対象・定員　どなたでも　先着15人
■申し込み　６月３日（土）から、電話または直接、山岳博物館へ。
■その他　詳しくは山岳博物館ホームページをご覧ください。

「家庭の日」に伴う入館無料・割引
　毎月第３日曜日は「家庭の日」です。山岳博物館では「家庭の日」とその前日の土曜日、大町市民の入館料
が無料となります。その他の長野県民は入館料が割引となります。この機会にぜひご来館ください。申し
込み不要です。

■期日（６月）　６月17日（土）・18日（日）
■対象　大町市民、長野県民
■その他　来館時に住所が分かるものをご提示ください。

企画展「ホネ展」関連イベント中止のお知らせ
　７月30日（日）まで開催中の企画展「ホネ展」について「広報おおまち」４月号や「山と博物館」春号でお知
らせしていましたが、以下の関連イベントが諸事情により中止となりました。
　楽しみにされていた皆さんにはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
■中止となるイベント

イベント名称 日程
ミュージアムガイド ６月17日（土）
ワークショップ「自宅でできる骨格標本づくり」 ６月24日（土）
講演会「私がホネにはまるまで―なにわホネホネ団20年の活動から―」 ７月２日（日）

■問い合わせ　山岳博物館　℡・有線22-0211

ササユリ



25 広報おおまち　2023.6

nformationIhttps://www.city.omachi.nagano.jp/

nformationI情報ステーション市 ＝市役所 TEL・有線22-0420／FAX23-4304

  募集 　自衛官、自衛官を目指す学生
　防衛省では、自衛官や自衛官を目指す学生などを募集します。
詳しくは自衛隊長野地方協力本部ホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください。

応募資格 受付期間 試験日程

自衛官候補生
（男子・女子）

18～32歳の人（32歳の人は、
採用予定月の末日現在、33歳
に達していない人）

通年
受付時または各自衛隊地方
協力本部のホームページで
お知らせ

一般曹候補生
18～32歳の人（32歳の人は、
採用予定月の末日現在、33歳
に達していない人）

７月１日（土）～
９月５日（火）

１次試験
９月15日（金）～24日（日）の
いずれか１日

航空学生
海上 高卒または高専３年次修了

（見込み含む）の18～22歳の人
７月１日（土）～
９月７日（木）

１次試験
９月18日（月）

航空 高卒または高専３年次修了
（見込み含む）の18～20歳の人

防衛大学校生
（推薦）

高卒または高専３年次修了
（見込み含む）の18～20歳で、
成績優秀かつ生徒会活動など
に顕著な実績を修め、学校長
が推薦できる人

９月５日（火）～
８日（金） ９月16日（土）・17日（日）

防衛大学校生
（総合選抜）

高卒または高専３年次修了
（見込み含む）の18～20歳
（自衛官は22歳まで）の人

９月５日（火）～
８日（金）

１次試験
９月16日（土）

防衛大学校生
（一般）

高卒または高専３年次修了
（見込み含む）の18～20歳
（自衛官は22歳まで）の人

７月１日（土）～
10月18日（水）

１次試験
10月28日（土）

防衛医科
大学校生

医学科 高卒または高専３年次修了
（見込み含む）の18～20歳の人

７月１日（土）～
10月11日（水）

１次試験
10月21日（土）

看護学科
（自衛官候補看護学生）

高卒または高専３年次修了
（見込み含む）の18～20歳の人

７月１日（土）～
10月４日（水）

１次試験
10月14日（土）

高等工科学校生徒
（推薦）

中卒（見込み含む）の16歳まで
の男子で、成績優秀かつ生徒
会活動などに顕著な実績を修
め、学校長が推薦できる人

10月１日（日）～
12月１日（金）

来年１月６日（土）～８日（月）
のいずれか１日

高等工科学校生徒
（一般）

中卒（見込み含む）の16歳まで
の男子

10月１日（日）～
来年１月５日（金）

１次試験
来年１月13日（土）・14日（日）
のいずれか１日

■問い合わせ　自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所（松本市深志2-6-5　マルナカ深志ビル１階）
　℡0263-36-2787　ホームページhttps://www.mod.go.jp/pco/nagano/

自衛隊長野地方協力本部
公認キャラクター

「しんちゃん」「なのちゃん」
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情報ステーション情報ステーション
nformationI

募集

お知らせ

■
返
済
方
法　
対
象
と
な
っ
た
期
間
の

倍
の
期
間
以
内
に
、
月
払
い
か
年
払
い

で
返
済

特
別
奨
学
金（
給
付
型
）

■
条
件　
大
学
な
ど
に
在
籍
し
、
次
の

全
て
に
該
当
す
る
人

▽
市
内
に
居
住
す
る
人
、
ま
た
は
市
外

に
居
住
し
て
い
る
が
帰
省
先（
実
家
）が

大
町
市
で
あ
る
人

▽
成
績
が
特
に
優
秀
で
あ
る
こ
と

▽
品
行
方
正
で
あ
る
こ
と

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
特
に
困

難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

▽（
独
）日
本
学
生
支
援
機
構
、
県
、
そ

の
他
の
団
体
か
ら
、
別
に
学
資
の
給
付

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

▽
卒
業
後
６
カ
月
後
か
ら
貸
与
期
間
の

倍
の
期
間
、
市
内
に
居
住
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と

共
通
事
項

■
奨
学
金
の
額（
月
額
）

▽
高
校
生　
１
万
５
０
０
０
円
以
内

▽
大
学
生　
３
万
円
以
内

■
申
し
込
み　
６
月
23
日（
金
）ま
で
に
、

学
校
教
育
課
庶
務
係
に
あ
る
奨
学
生
願

書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
、
同
係
へ
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
庶
務
係

℡
市
内
線
６
１
１

大
町
市
奨
学
金

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、高
等
学
校（
高

等
専
門
学
校
高
等
課
程
、
専
修
学
校
高

等
課
程
を
含
む
）や
、
大
学（
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
専
門
課
程
、
専
修
学
校

専
門
課
程
を
含
む
）に
修
学
す
る
人
に

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

　
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
償
還
が
免

除
と
な
る
給
付
型
奨
学
金
も
あ
り
ま
す
。

一
般
奨
学
金（
貸
与
型
）

■
条
件　
高
校
ま
た
は
大
学
な
ど
に
在

籍
し
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
市
内
に
居
住
す
る
人
、
ま
た
は
市
外

に
居
住
し
て
い
る
が
帰
省
先（
実
家
）が

大
町
市
で
あ
る
人

▽
成
績
が
平
均
以
上
で
あ
る
こ
と

▽
品
行
方
正
で
あ
る
こ
と

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
こ
と

▽（
独
）日
本
学
生
支
援
機
構
、
県
、
そ

の
他
の
団
体
か
ら
、
別
に
学
資
の
貸
与

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

定
住
促
進
住
宅
入
居
者

　
市
で
は
、
定
住
促
進
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
次
の
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
す
る
住
宅　

旭
団
地　

１
戸

（
１
０
２
号
）

■
住
宅
の
概
要

▽
所
在
地　
大
町
市
美
麻
１
８
８
８
８

（
青
具
）

▽
建
設
年
度　
平
成
12
年
度

▽
構
造　

低
層
耐
火
構
造
２
階
建
て

（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

▽
建
設
延
べ
床
面
積　
約
74
㎡（
約
22

坪
）

▽
設
備
状
況　
合
併
浄
化
槽（
35
人
槽
）、

床
暖
房（
リ
ビ
ン
グ
・
居
室
）、
対
面
型

キ
ッ
チ
ン
、
暖
房
便
座
ト
イ
レ
、
Ｉ
Ｈ

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
、
電
気
温
水
器
、

脱
衣
所
別
シ
ャ
ワ
ー
付
き
ユ
ニ
ッ
ト
バ

ス
、
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

２
台
、
屋
外
倉
庫

■
入
居
の
条
件　
同
居
す
る
親
族
が
あ

り
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動
に
積
極

的
に
参
加
で
き
る
こ
と
。
所
得
が
一
定

額
以
上
な
ど
の
基
準
に
合
う
人
。
犬
・

猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
で
す
。

■
家
賃　
３
万
５
０
０
０
円
／
月（
減

額
制
度
あ
り
）

■
敷
金　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
申
し
込
み　
６
月
１
日（
木
）～
30
日

（
金
）に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
添
付
書
類（
納
税
証
明
書
・
所

得
証
明
書
な
ど
）を
添
え
て
、
郵
送（
必

着
）ま
た
は
直
接
、
市
美
麻
支
所
産
業

建
設
係
へ
。

※
募
集
要
項
・
申
込
書
な
ど
は
、
市
美

麻
支
所
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

手
で
き
ま
す
。

■
入
居
決
定
日　
７
月
中
旬

※
定
住
促
進
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会

で
選
考
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

■
入
居
の
時
期　
入
居
可
能
日
か
ら
30

日
以
内

■
問
い
合
わ
せ

市
美
麻
支
所
産
業
建
設
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

旭団地
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お知らせ

お知らせ

お知らせ

お知らせ
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

　
令
和
３
年
度
ま
で
は
、
児
童
手
当
の

給
付
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に
現
況
届

の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
４
年
度
か
ら
養
育
状
況
や
所
得
な

ど
を
住
民
基
本
台
帳
や
課
税
台
帳
な
ど

の
公
簿
で
確
認
で
き
る
場
合
は
、
提
出

を
省
略
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
今
後
も
提
出
が
必
要
で
す
。
提

出
が
必
要
な
人
に
は
現
況
届
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
今
後
も
提
出
が
必
要
な
人

▽
前
年
の
所
得
が
確
認
で
き
な
い
人

▽
住
民
基
本
台
帳
で
父
母
と
児
童
の
同

居
が
確
認
で
き
な
い
人

▽
令
和
４
年
６
月
２
日
以
降
、
次
の
い

ず
れ
か
に
変
更
の
あ
る
人

＊
父
母
の
婚
姻
関
係（
結
婚
・
離
婚
）

＊
加
入
す
る
医
療
保
険（
国
民
健
康
保

険
と
社
会
保
険
と
の
異
動
な
ど
）

▽
市
で
提
出
が
必
要
と
判
断
し
た
人

■
提
出
期
限　
６
月
30
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

℡
市
内
線
６
８
５
・
７
５
７

里
親
相
談
会

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、
生
ま
れ
た
家

庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
を
、
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、

温
か
い
愛
情
の
中
で
育
て
て
く
れ
る
人

を「
里
親
」と
い
い
ま
す
。

　
中
信
地
区
里
親
会
で
は
、
里
親
制
度

や
里
親
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
６
月
５
日（
月
）　
午
前
10
時

30
分
～　
（
以
降
、
毎
月
第
１
月
曜
日

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

■
会
場　
児
童
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
里
親
制
度
の
説
明
、
里
親
の

体
験
談
、
映
像
視
聴
、
個
別
相
談
な
ど

■
申
し
込
み　
当
日
ま
で
に
電
話
で
、

松
本
児
童
園
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
松
本
児
童
園

℡
０
２
６
３
・
４
７
・
０
５
９
０

▽
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

℡
市
内
線
６
８
５
・
７
５
７

野
良
猫
を
な
く
す
た
め
に

ご
協
力
を
！

　
最
近
、
市
内
で
野
良
猫
が
増
加
し
、

そ
れ
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
猫
が
好
き
な
人
も
い
ま
す
が
、
猫
が

嫌
い
な
人
や
猫
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
、

猫
は
好
き
だ
け
ど
庭
に
フ
ン
や
尿
を
さ

れ
た
り
、
勝
手
に
家
の
中
に
入
っ
て
こ

ら
れ
た
り
す
る
の
は
困
る
と
い
う
人
も

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
次
の
と
お
り

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

野
良
猫
に
餌
を
や
ら
な
い

　
一
度
、
餌
を
や
る
と
他
の
猫
ま
で
も

が
集
ま
り
、
所
構
わ
ず
フ
ン
や
尿
を
し
、

鳴
き
声
や
臭
い
、
野
良
猫
の
増
加
な
ど

に
よ
り
近
所
の
人
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
餌
が
な
け
れ
ば
、
居
座
ら
ず
に
ど
こ

か
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
餌
を
与
え

な
い
で
く
だ
さ
い
。

捨
て
猫
禁
止

　
飼
い
猫
に
愛
情
と
責
任
を
持
ち
、
終

生
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。
子
猫
を
他
の

場
所
へ
置
い
て
く
る
よ
う
な
無
責
任
な

こ
と
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

繁
殖
制
限

　
飼
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
な
ど
を

行
い
、
む
や
み
な
繁
殖
を
避
け
、
野
良

猫
の
増
加
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

「
特
設
人
権
相
談
所
」

　

大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は

「
近
隣
、
家
庭
、
相
続
、
い
じ
め
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
差
別
」な
ど
の
心
配
事
、

悩
み
事
な
ど
の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

■
日
時　
６
月
５
日（
月
）　
午
前
９
時
～

正
午

■
会
場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市

八
坂
支
所
、
市
美
麻
支
所

■
相
談
担
当
者　
人
権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

℡
２
２
・
０
３
７
９
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お知らせお知らせ

お知らせ

お知らせ

大
町
市
消
防
団

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・

消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

　
大
町
市
消
防
団
で
は
、
日
頃
の
訓
練

成
果
の
発
表
と
消
防
ポ
ン
プ
操
法
・
消

防
ラ
ッ
パ
吹
奏
技
術
の
向
上
発
展
、
消

防
団
員
の
士
気
の
高
揚
を
目
的
に
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
消
防
団
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
け

る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
の
応
援
・
見
学
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　
６
月
25
日（
日
）　
午
前
８
時
～

正
午

■
会
場　
文
化
会
館　
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

℡
市
内
線
５
１
６

北
ア
ル
プ
ス
雪
形
ま
つ
り

児
童
・
生
徒
応
募
作
品
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開

　
第
22
回
北
ア
ル
プ
ス
雪
形
ま
つ
り
で

募
集
し
た
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
の
作
品（
絵
画
・
詩
・

俳
句・短
歌
）を
文
化
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
す
。
作
品
公
開
ペ
ー
ジ

で
は
各
部
門
の
入
選
作
品
の
ほ
か
、
全

て
の
応
募
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間　
６
月
11
日（
日
）～
８
月
31
日

（
木
）

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係

℡
市
内
線
６
２
２

11
時
15
分

■
会
場　
大
町
中
学
校　
体
育
館

■
内
容

▽
生
徒
の
意
見
発
表

▽
講
演
会「
い
つ
か
の
言
葉
が
希
望
に

な
る
」

～
母
の
臓
器
提
供
と
、
そ
の
家
族
～

【
講
師
】遠
藤
麻
衣
さ
ん（
当
事
者
家
族
）

テ
ー
マ
「
同
和
教
育
」

■
日
時　
７
月
３
日（
月
）　
午
後
２
時
～

３
時
15
分

■
会
場　
西
小
学
校　
体
育
館

■
内
容

▽
児
童
の
意
見
発
表

▽
講
演
会「
人じ
ん

権け
ん

っ
て
大
切
な
も
の
？
」

〜
副
読
本『
あ
け
ぼ
の
』を
使
っ
て
～

【
講
師
】清
水
稔
さ
ん（
長
野
県
同
和
教

育
推
進
協
議
会
事
務
局
長
）

共
通
事
項

■
持
ち
物　
上
履
き

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
人
権
教
育
担
当

℡
市
内
線
６
２
３

大
町
市
暴
力
追
放
・

交
通
安
全
推
進
市
民
大
会

　
市
で
は「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
」を
実
現
す
る
た
め
、
暴
力
追
放
・

交
通
安
全
推
進
市
民
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
暴
力
追
放
と
交
通
安
全
の
講
演
会
、

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ

る
意
見
発
表
を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み

不
要
、
参
加
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
７
月
８
日（
土
）　
午
前
10
時
～

正
午

▽
受
付　
午
前
９
時
30
分
～

■
会
場　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町　
２

階　
大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

℡
市
内
線
５
１
５

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人

が
人
権
問
題
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し

て
捉
え
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
意

識
を
高
め
る
た
め
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。申
し
込
み
不
要
、入
場
無
料
で
す
。

テ
ー
マ
「
医
療
福
祉
」

■
日
時　
６
月
21
日（
水
）　
午
前
10
時
～

https://echohall.
jp/pickup/2023
yukigata/

作品公開ページ

第21回北アルプス雪形まつりの
入選作品（絵画の部）
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お知らせ

お知らせ

お知らせ

お知らせ

報
な
ど
の
案
内

■
相
談
時
間　
１
組
当
た
り
15
分
間

共
通
事
項

■
会
場　
大
町
税
務
署　
１
階　
会
議

室■
申
し
込
み　
６
月
27
日（
火
）ま
で
に
、

電
話
で
大
町
税
務
署
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
大
町
税
務
署
個
人
課
税
部
門

℡
２
２
・
０
６
７
４

▽
大
町
税
務
署
法
人
課
税
部
門

℡
２
２
・
０
８
９
２

令
和
５
年
度
市
民
税
・

県
民
税
課
税
証
明
書
は

６
月
１
日
か
ら
交
付
開
始

　
令
和
５
年
度（
令
和
４
年
中
の
所
得

に
対
す
る
）課
税
証
明
書
、
非
課
税
証

明
書
お
よ
び
所
得
証
明
書
の
発
行
は
、

６
月
１
日（
木
）か
ら
開
始
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
税
務
課
税
務
係

℡
市
内
線
４
４
８

電
波
の
不
正
利
用
は
、

電
波
法
違
反
、
犯
罪
で
す
！

　
総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
～
10
日
を

「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化

期
間
」と
し
て
、
電
波
を
正
し
く
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
周
知
・
啓
発
活

動
お
よ
び
電
波
監
視
の
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　
電
波
は
、
消
防
・
救
急
、
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電

話
な
ど
、
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。私
た
ち
の
暮
ら
し
の
安
心・

安
全
の
た
め
に
電
波
の
正
し
い
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、
信
越
総
合

通
信
局
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

不
法
無
線
局
に
関
す
る
こ
と

▽
信
越
総
合
通
信
局
監
視
調
査
課

℡
０
２
６
・
２
３
４
・
９
９
７
６

受
信
障
害
に
関
す
る
こ
と

▽
信
越
総
合
通
信
局
受
信
障
害
対
策
官

℡
０
２
６
・
２
３
４
・
９
９
９
１

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

住
民
懇
談
会

　
大
町
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
改
定
に
当
た
り
、
計
画
の
内
容
や
地

区
別
構
想
に
対
す
る
ご
意
見
を
い
た
だ

く
た
め
、
住
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

八
坂
地
区

■
日
時　
６
月
21
日（
水
）　
午
後
６
時

30
分
～

■
会
場　
市
八
坂
支
所　
３
階　
集
会

室美
麻
地
区

■
日
時　
６
月
22
日（
木
）　
午
後
６
時

30
分
～

■
会
場　
美
麻
公
民
館　
講
堂

平
・
大
町
地
区

■
日
時　
６
月
26
日（
月
）　
午
後
６
時

30
分
～

■
会
場　
市
役
所
東
庁
舎　
２
階　
東

大
会
議
室

社
・
常
盤
地
区

■
日
時　
６
月
27
日（
火
）　
午
後
６
時

30
分
～

■
会
場　
市
役
所
東
庁
舎　
２
階　
東

大
会
議
室

※
地
区
別
構
想
の
説
明
内
容
は
、
地
区

ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
計
画
係

℡
市
内
線
６
９
９

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
・
登
録
要
否
相
談
会

　
大
町
税
務
署
で
は
、
消
費
税
の
基
本

的
な
仕
組
み
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
登
録
す
る
か
悩
ん
で
い
る
人
は
、

登
録
要
否
相
談
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ど
ち
ら
も
参
加
無
料
で
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

■
日
時　
６
月
28
日（
水
）

▽
午
前
10
時
～
11
時

▽
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

■
内
容　
消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組
み
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
、
制
度
に
関

す
る
税
制
改
正
事
項

■
定
員　
各
回
先
着
15
人

登
録
要
否
相
談
会

■
日
時　
６
月
28
日（
水
）

▽
午
前
11
時
～
正
午

▽
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

■
内
容　
登
録
の
考
え
方
や
必
要
な
情

https://www.soumu.
go.jp/soutsu/shinetsu/

信越総合通信局
ホームページ
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図書館だより

−新着図書（一般向け）−
災害情報はなぜヒットしないのか 住民の避難を進
めるために［防災］���������� 山㟢登／著
マナーのススメ 幸せな子育てのために［礼儀］
���������������� 青木孝子／著
高校生のドロップアウトの予防に関する研究 子ども
たちが幸せに生きることのできる社会へ［教育問題］
���������������� 藤江玲子／著
−新着図書（子ども向け）−

ごはんのずかん［日本の絵本］
������� 大森裕子／作　ごはん同盟／監修
ドラえもん社会ワールド 社会が楽しくなる！ 都市
とまちづくりの未来［都市計画］���������
藤子・Ｆ・不二雄／まんが　藤子プロ、五十畑弘／監修
ちくちくことば・ふわふわことば３［話術］
���������������� 秋山浩子／文

鈴木教夫／監修　のはらあこ／イラスト
−６月の推薦図書−

もっと知りたい牧野富太郎 生涯と
作品　東京美術　池田博、田中純子
／著
　一生を植物研究にささげた牧野富
太郎博士。その偉業を年代順に追い
ながら植物学そのものも面白く解説。
死者のひみつ 世界のミイラ　BL出
版　マット・ラルフス／文　ゴール
ディ・ライト／絵　山根玲子／訳　
和田浩一郎／日本語版監修
　大英博物館の監修のもと、イラス
トを使って紹介。リアルな画像が苦手な読者にも
興味と関心を持って読んでもらえる一冊です。

−６月の催し−
おはなしの森����� 10日（土）　午前10時30分
おいでえほんのおへや（会場は児童センター）
������������� 13日（火）　午前11時
無料託児サービス（要予約）
���������� 15日（木）　午前10時〜正午
おりがみ教室������� 17日（土）　午前11時
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

国営アルプスあづみの公園　おでかけ通信 154
謎解きゲーム
　謎解きを楽しみながら
公園を散策しよう！
■期日　５月27日（土）～
　　　　７月２日（日）
■場所　園内全域

【食体験】朴葉巻きづくり
　優しい甘さが絶品の朴

ほお
葉
ば

巻きを作ろう！
■日時　６月10日（土）・11日（日）

▽受付時間
　午前９時30分～午後１時30分
■場所　森の体験舎　食工房
■料金　200円

【クラフト体験】葉っぱのタペストリー
　葉っぱをスタンプにして、オリジナルのタペストリー
を作ってみよう！
■日時　６月24日（土）・25日

（日）

▽ 受付時間　午前９時30分～
11時30分、午後１時～３時

■場所　森の体験舎　創作工房
■料金　200円

シェードガーデン管理ボランティア
　テレビの園芸番組でもおなじみの矢澤秀成先生と一緒
に、植物を学びながらシェー
ドガーデンの管理作業をしま
せんか。
■日時　７月２日（日）

▽講座
　午前10時30分～正午

▽管理作業
　午後１時～２時
※管理作業は小雨決行、荒天

中止
■定員　先着30人（事前申込制）
■料金　無料（ボランティア活動のため、入園料免除）

【共通事項】

▽料金の掲載のないものは無料ですが、入園料は必要で
す（中学生以下無料）。

▽申し込みの掲載がないものは、当日直接ご参加ください。

詳細は、公園管理センター（大町・松川地区）にお問
い合わせください。ホームページでもご確認いただ
けます。事前の電話予約も承っています。
https://www.azumino-koen.jp/

■問い合わせ　アルプスあづみの公園管理センター
　（大町・松川地区）　℡21-1212

　まちなかボイス～きらり☆大町人～
　読売日本交響楽団
に所属する大町市出
身のバイオリニスト、
赤池瑞枝さん（49）
をご紹介します。音
楽との出会い、バイ
オリニストとしての
歩みをお聞きします。

 放送日  ……………………… 11日（日）・14日（水）
■問い合わせ　大町市有線放送　℡・有線22-1297

有線放送６月の番組から
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ケーブルテレビ６月の番組から

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00
＊社地区ソフトボール開幕試合（予定）
　��������������� 5日〜18日
＊折弁カラオケグランドチャンピオン大会
　��������������� 12日〜25日
＊北小学校　運動会��������� 19日〜
＊リフレッシュジャズコンサート��� 26日〜
＊定例記者会見����� ６月30日、７月１日

市議会６月定例会　午前10:00開会
＊本会議（生中継）��������� ５日・８日
＊一般質問（生中継）���� 15日・16日・19日
＊本会議（生中継）����������� 27日
※放送予定を変更する場合があります。ご了承く

ださい。

▽ 番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページをご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡21-3805

６月の有料相談（要予約）

法 律 20日・27日 火曜日 13:00〜16:00 北アルプス
市町村会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =１時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー
●譲ります

▽ベビーカー（約６年前購入、約４年使用、ピジョ
ン製）�����������������  無料

▽チャイルドシート（約６年前購入、約６年使用、
アップリカ製、対象年齢：新生児～）���  応談

▽スタッドレスタイヤとアルミホイール
＊スタッドレスタイヤ（約６カ月前購入、１シー

ズン使用、ブリヂストン製、175/65R14）
＊アルミホイール（約７年前購入、７シーズン

使用）
　　�������� セットで15,000円くらい
●譲ってください

▽一升炊き炊飯器���������� 無料か格安

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任において
行ってください。「広報おおまち」が届く前に交渉
が成立することがあります。市ホームページに詳
しい情報を載せています。
■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡市内線463

６月の納税など
市県民税……………………………………… 第１期
国民健康保険税……………………………… ６月分
保育料・保育所給食費……………………… ６月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……………… ６月分
ケーブルテレビ利用料……………………… ６月分
学校給食費…………………………………… 第２期
上下水道料…………………………………… ６月分

納期限は６月30日（金）

６月の無料相談

結 婚 10日（土）
13：00〜17：00

総合福祉
センター

農業委員会
☎ 市 内線 641

法 律
（ 要 予 約 ）

13日（火）
13：00〜15：30

市民相談室
（市役所本庁舎１階）

広聴広報係
☎ 市 内線 403

担当=石井誠実弁護士 （次回は７月11日　出井博文弁護士）

行 政 28日（水）
9：00〜12：00

第５会議室
（市役所本庁舎 2 階）

行政管理係
☎ 市 内線 511

年 金
（ 要 予 約 ）

15日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-25-8100

日本政策金融
公庫（要予約）

15日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

８日（木）
10：00〜15：00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎ 市 内線 83022日（木）

9：00〜12：00

育 児
28日（水）

9：30〜11：00
中央保健
センター

中央保健
センタ―

☎ 23-4400
女性のからだ
（ 要 予 約 ）

交 通 事 故
（ 要 予 約 ）

22日（木）
10：00〜15：00 大町合同庁舎

北アルプス地域振興局
総務管理課
県民生活係
☎ 23-6502

心 配 ご と
（ 要 予 約 ）

５日・19日
月曜日

13：00〜16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

５日・19日
月曜日

13：00〜15：00

成年後見制度
（ 要 予 約 ）

22日（木）
13：30〜15：30

総合福祉
センター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（ 要 予 約 ）

平日
9：30〜17：00

総合福祉
センター

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

若 年 者
就 職 相 談

（ 要 予 約 ）
15日（木）

13：30〜17：00
第５会議室

（市役所本庁舎 2 階）
商業労政係

☎ 市 内線 542

人 権 15日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379
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この広報紙は
植物油インキで
印刷しています。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

 人の動き 　５月１日現在、（　）内は前月比

　総人口 25,917 （＋36）　男 12,603 （＋17）　転入 133　出生 9
　世帯数 11,997 （＋49）　女 13,314 （＋19）　転出 82　死亡 24

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

4日（日）

最上整形外科クリニック 上　一 ☎ 23-3300

太田医院 池田町 ☎ 62-1010

白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

11日（日）

小野医院 堀六日町 ☎ 22-0047

あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166

小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

18日（日）

平林医院 六九町 ☎ 22-2525

せりざわクリニック 池田町 ☎ 62-3000

神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

25日（日）

横澤内科医院 下仲町 ☎ 22-0371

松本クリニック 松川村 ☎ 61-5151

しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
4日（日） 砂田歯科医院 高見町 ☎ 22-0648

11日（日） 大町病院口腔外科 高見町 ☎ 22-0415

18日（日） 柏原歯科医院 白馬村 ☎ 71-1182

25日（日） グリーン歯科クリニック 堀六日町 ☎ 23-6666

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）
4日（日） かみいち林薬局 上　一 ☎ 26-3025

11日（日） いちご薬局 高見町 ☎ 21-3311

18日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

25日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

期間限定で“アキノリウム”再公開
大町温泉郷　旧「酒の博物館」

　大町温泉郷の旧「酒の博物館」が、芸術作品の展示場として
期間限定で再オープンします。
　影絵や竹を素材としたサウンドオブジェを創作するアー
ティストである松本秋則さんが、信濃大町の自然をテーマ
に、雪の中の杉林、水が滴る池などの原風景を、美術・音楽・
演劇などと融合した“アキノリウム”として表現しました。
　風の流れを捉えて動き続けるサウンドオブジェからは素
朴な竹の音色が響き、時間とともに絶えず変化する空間によ
り、一期一会の世界が体験できます。ぜひ一度ご覧ください。

■開館日　４月29日～11月30日の土・日曜日、祝日（除外日あり）、来年２月の毎週土曜日
■開館時間　午前10時～午後４時
■入館料　300円（中学生以下は無料）
　　　　※大町温泉郷に宿泊する人には、各ホテルのフロントで無料の入場券をお渡しします。
■問い合わせ　大町温泉郷観光協会　℡22-3038
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６月の休日医療情報
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